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こんにちは 日本共産党 いのくま正一です（１） ２００６年８・９月号

無料なんでも相談会 毎月第３木曜 １８時３０分～ 事前にご予約ください。８月はありません。お急ぎの方はご連絡下さい。

「住民税が３～４倍になった」「老人は死ねというのか」

「介護保険料なんでこんなに上がるのか」

再開発へは莫大な税金投入（区が今後１０年間で１８７億円も）

トヨタ自動車や銀行など史上空前の利益

米軍基地再編強化に３兆円拠出 日銀総裁のボロ儲け

国民には負担増
そ
の
一
方
で

今
年
度
の
住
民
税
と
国
保
料
、
介
護

保
険
料
の
通
知
が
各
世
帯
に
郵
送
さ
れ
、

苦
情
と
抗
議
の
電
話
が
港
区
に
も
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

老
年
者
控
除
の
廃
止
と
公
的
年
金
控

除
の
縮
小
に
よ
る
、
ト
リ
プ
ル
負
担
増

が
押
し
寄
せ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
結
果
、
四
月
か
ら
の
新
た
な
介

護
保
険
料
が
高
く
な
っ
た
方
が
沢
山
い

ま
す
。
基
準
の
保
険
料
で
三
万
九
千
円

（
年
間
）
か
ら
五
万
四
千
円
（
年
間
）

に
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
税

制
改
悪
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
住
民
税
非

課
税
だ
っ
た
人
が
課
税
に
な
り
、
介
護

保
険
料
が
上
が
っ
た
の
で
す
。

今
年
度
の
介
護
保
険
料
の
納
付
書
が

各
世
帯
に
送
付
さ
れ
た
後
、
区
へ
は
二

七
三
件
の
苦
情
と
抗
議
の
電
話
が
入
り

ま
し
た
。
「
保
険
料
額
の
上
昇
率
が
高

す
ぎ
る
」
が
一
番
多
く
二
八
％
、
「
生

活
が
苦
し
い
。
軽
減
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
で
す
。

住
民
税
も
負
担
増
に
な
り
、
税
務
課

へ
は
、
「
年
金
は
少
し
下
が
っ
た
の
に
、

税
金
は
三
～
四
倍
に
な
っ
た
」
「
老
人

は
死
ね
と
い
う
の
か
」
、
な
ど
の
苦
情

の
電
話
が
例
年
以
上
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
国
保
料
も
は
ね
上
が
り
、
同
じ
く

苦
情
の
電
話
が
区
に
届
い
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
日
銀
総
裁
が
ボ
ロ
儲

け
す
る
な
ど
、
今
の
政
治
へ
の
怒
り
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
負
担
軽
減
実
現
の
た

め
頑
張
り
ま
す
。

自
民
・
公
明
の

小
泉
増
税

高
齢
者
を
襲
う

ト
リ
プ
ル
負
担
増

国
保
料
・
住
民
税
・
介
護
保
険
料

港
区
へ
抗
議
・
苦
情
が
殺
到

（区民の声）

電
動
ベ
ッ
ド
や
車
い
す
は
、
介
護
が

必
要
な
方
の
体
の
一
部
で
す
。
と
こ
ろ

が
今
回
の
介
護
保
険
法
の
改
悪
で
十
月

以
降
利
用
で
き
な
く
な
る
方
が
で
ま
す
。

介
護
用
ベ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
方
か

ら
、
党
区
議
団
に
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
方
は
、
「
介
護
度
４
」
か
ら
必
死

の
リ
ハ
ビ
リ
と
努
力
で
現
在
「
介
護
度

１
」
（
三
月
現
在
）
ま
で
改
善
し
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
、
ケ
ア
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

か
ら
「
十
月
以
降
は
ベ
ッ
ド
を
利
用
す

る
に
は
現
在
月
額
千
三
百
円
の
利
用
料

が
二
千
八
百
円
か
ら
三
千
円
ぐ
ら
い
に

上
が
る
」
と
言
わ
れ
驚
き
ま
し
た
。
区

内
に
は
、
同
じ
よ
う
に
ベ
ッ
ド
が
使
え

な
く
な
る
対
象
者
が
三
百
五
十
人
以
上

も
い
ま
す
。

こ
の
実
態
を
受
け
て
、
党
区
議
団
は
、

担
当
の
部
長
・
課
長
に
対
し
、
利
用
者

が
引
き
続
き
利
用
で
き
る
た
め
対
策
を

と
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

学校給食費を無料に

党議員団が条例提案 他会派賛同せず
・・・積立金 ８０５億円もあるのに・・・
条例提案にあたり各会派に呼びかけましたが、各会派

は賛同をしませんでした。小中学校の学校給食費を無料

にする場合の予算は約２億７千万円です。

今後、区民文教常任委員会で審議されます。

ベ
ッ
ド
・
車
い
す
と
り
あ
げ
？

悲
鳴
あ
が
る

介
護
保
険
改
悪
で



六
月
三
日
に
起
き
た
「
シ
テ
ィ

ハ
イ
ツ
竹
芝
」
で
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
事
故
で
、
一
六
歳
の
市
川

大
輔
さ
ん
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
市
川
さ
ん

の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
に
対
し

て
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

区
立
住
宅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

の
死
亡
事
故
、
絶
対
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
、
憤
り
を
禁

じ
得
ま
せ
ん
。

い
の
く
ま
区
議
は
、
事
故
直

後
に
住
民
の
要
望
を
聞
き
、
六

月
五
日
区
長
に
対
し
て
六
名
の

議
員
団
で
緊
急
に
「
申
し
入
れ
」

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
概

略
は
、
①
第
三
者
機
関
の
活
用

も
含
め
た
、
事
故
の
原
因
と
責

任
の
徹
底
糾
明
、
②
住
民
へ
の

緊
急
に
求
め
ら
れ
る
対
策
を
時

間
を
置
か
ず
に
全
面
的
に
対
応

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
区
関
連
の

住
宅
・
施
設
の
安
全
点
検
を
至

急
実
施
す
る
こ
と
、
③
原
因
の

究
明
の
上
に
た
っ
た
根
本
的
対

策
実
施
で
す
。

さ
ら
に
六
月
六
日
に
は
、

「
都
営
や
公
社
の
住
宅
」
「
公

団
の
住
宅
」
「
東
京
都
施
設
」

な
ど
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
も
安
全
調
査
を
徹
底
す
る
よ

う
、
東
京
都
な
ど
関
係
機
関
に

強
く
要
請
す
る
こ
と
。
シ
ン
ド

ラ
ー
製
造
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

区
内
に
ど
れ
だ
け
設
置
さ
れ
て

い
る
か
の
調
査
を
申
し
入
れ
ま

し
た
。
な
お
、
党
区
議
団
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
事
故
に
関
し
て
「
特

別
委
員
会
の
設
置
を
」
と
提
案

し
、
最
終
日
の
本
会
議
で
「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
事
故
等
対
策
特
別

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
党
区
議
団
が
提
案
し
た
、

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
コ
ー
ル

制
度
を
も
と
め
る
意
見
書
」
が

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

事
故
か
ら
一
ヶ
月
以
上
が
経

ち
ま
し
た
が
、
住
民
説
明
会
で

「
時
間
が
た
つ
こ
と
で
よ
り
精

神
的
に
不
安
が
強
く
な
る
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
れ
な
い
。
一

時
引
っ
越
し
し
て
、
半
年
後
に

帰
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の

時
の
精
神
的
状
況
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
、
と
て
も
不
安
だ
」

と
い
う
深
刻
な
声
も
出
て
い
ま

す
。七
月
十
二
日
に
は
、
同
施
設

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
４
号
機
）

で
閉
じ
こ
め
事
故
が
起
き
、
住

民
の
不
安
は
つ
の
る
ば
か
り
で

す
。党
区
議
団
は
、
こ
う
し
た
住

民
の
不
安
を
少
し
で
も
和
ら
げ

る
こ
と
な
ど
を
今
後
と
も
区
に

提
案
し
て
い
き
ま
す
。

党
国
会
議
員
団
は
、

六
月
二
八
日
、
「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
事
故
の

再
発
防
止
対
策
に
関

す
る
申
し
入
れ
」
を

行
い
ま
し
た
。

申
し
入
れ
の
概
略

は
、
①
調
査
と
不
具

合
情
報
の
収
集
を
全

メ
ー
カ
ー
で
お
こ
な

い
、
公
表
す
る
こ
と
。

②
技
術
的
基
準
を
見

直
し
、
リ
コ
ー
ル
制

導
入
な
ど
チ
ェ
ッ
ク

体
制
を
整
備
す
る
こ

と
。
③
保
守
管
理
会
社
の
登
録

制
度
、
保
守
点
検
方
法
の
法
令

化
を
検
討
す
る
こ
と
。
④
所
有

者
・
管
理
者
へ
の
製
品
に
関
す

る
図
書
、
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

の
提
供
を
義
務
付
け
る
こ
と
。

な
ど
七
項
目
で
す
。

こんにちは 日本共産党 いのくま正一です （２）

党
議
員
団
は
第
二
回
定
例
会
本
会
議
で
、
平
和
団
体
な
ど
か
ら
要

望
が
あ
る
「
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
実
施
を
、
「
平
和
の
灯
」
が
設

置
さ
れ
た
区
立
芝
公
園
で
企
画
せ
よ
と
質
問
し
ま
し
た
。

「
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
若
者
の
意
見
も
聞
き
、
ま
た
、
子

ど
も
の
楽
し
め
る
企
画
を
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
区
長
は
、
「
平
和

事
業
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
実
施
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
置

趣
旨
に
て
ら
し
、
検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

芝
浦
中
央
公
園
の

多
目
的
広
場
に
区
立

フ
ッ
ト
サ
ル
場
第
一

号
が
で
き
、
一
時
間

一
六
〇
〇
円
で
利
用

で
き
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
芝
プ
ー

ル
」
建
て
替
え
に
よ

り
、
プ
ー
ル
を
新
築

し
プ
ー
ル
の
時
期
以

外
は
フ
ッ
ト
サ
ル
場

と
し
て
活
用
で
き
る
施
設
が
建
設
中
で
、
愛
好
者
か

ら
待
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
愛
好
者
か
ら
、
「
得
点
板
が
無
い
の

で
設
置
し
て
欲
し
い
」
、
「
チ
ー
ム
の
区
別
を
つ
け

る
た
め
の
ゼ
ッ
ケ
ン
と
電
子
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
貸
し
出

し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が
党
区
議
団
に
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
六
月
議
会
で
質
問
。
そ
の
結
果
、

質
問
し
た
す
べ
て
が
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
芝
公
園
の
フ
ッ
ト
サ
ル
場
完
成
の
記
念
大

会
の
開
催
を
以
前
か
ら
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
六
月

定
例
会
で
、
教
育
委
員
会
は
「
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
、
記
念
式
典
を
今
年
一
〇
月
に
予
定
。
こ
の
中
で
、

オ
ー
プ
ン
記
念
ゲ
ー
ム
の
実
施
を
検
討
」
と
答
え
、

現
在
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
平
和
の
灯
」
の
あ
る
芝
公
園
で

「
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

改善されます フットサル場
得点板設置 ゼッケンやホイッスル無料貸し出し

シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
竹
芝
事
故

原
因
の
徹
底
糾
明
と
再
発
防
止
、

被
害
住
民
の
緊
急
の
対
策
を
要
求

一
ヶ
月
た
ち
精
神
的
不

安
が
よ
り
強
く
な
る

日本共産党国会議員団が国に申し入れ

「エレベーター事故 再発防止を」

通
信
カ
ラ
オ
ケ
全
福
祉
会
館
に
設
置
完
了

福
祉
会
館
で
行
わ
れ
て

い
る
カ
ラ
オ
ケ
教
室
は
高

齢
者
に
大
人
気
で
す
。

こ
れ
ま
で
党
区
議
団
は
、

利
用
者
か
ら
の
要
望
を
受

け
、
「
全
館
に
通
信
カ
ラ

オ
ケ
の
設
置
」
を
議
会
で

要
求
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
す
べ
て
の
福
祉

会
館
に
通
信
カ
ラ
オ
ケ
が

設
置
さ
れ
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。


